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Abstract 
We surveyed traffic volume, concentrations of nitrogen dioxide and ozone, and weather conditions 
including temperature and wind speed along the roadside of newly-opened roads in the Yagiyama 
area of Sendai.  After the road was opened, total traffic volume increased.  At the 
Yagiyama-Minami intersection, one of our measurement sites, traffic volume was not positively 
correlated with the concentrations of nitrogen dioxide or ozone in the air, while the intensity of 
ultraviolet radiation showed a highly positive correlation with the concentrations of both 
constituents. During the measurement period from October to December, the environment along 
the newly opened road was influenced more by weather conditions, such as ultraviolet radiation, 
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市計画道路図[4]を図 1 に示す。 
 


























 図 1 仙台市八木山地区周辺に計画された都市計画道路[4] 








(7 時～19 時・12 時間)を対象に，時間帯別，交差
点方向別，車種別の交通量をカウントしている。 
平成 6 年度，平成 9 年度，平成 14 年度，平成
17 年度，平成 20 年度，平成 25 年度の全てで調






















 図 2 仙台市八木山地区の平成 20 年，25 年度の交通量 
     ※ 参考文献[5]のデータより著者作成 
 
1.3 大気常時監視項目の測定 





















窒素，光化学オキシダント濃度の 2015 年 9 月 28












図 3 長町における二酸化窒素, 光化学オキシダント濃度の日変化   












図 4 山田における二酸化窒素, 光化学オキシダント濃度の日変化   






























 調査地点として以下の 4 地点を設定した。交通




















 図 5 調査地点と近隣道路配置 
    ※参考文献[4]より地図引用, 著者により一部 加工 








地点 D での測定も行った。 
(2) 調査日時 
地点 A〜C：2015 年 9 月 28 日〜12 月 22 日 
           A:15 日間, B: 6 日間, C: 6 日間 
      2016 年 5 月 18 日〜10 月 12 日 
           A:9 日間, B: 5 日間, C: 6 日間 









数取器を用い 15 分間測定した。地点 A は 9:00〜








GASTEC の No.18L オゾン検知管 [測定範囲：
25～50ppb]を使用した。検知管を手動型気体採取
器に取り付け，1 回 100mL，1 分間の吸引を計 10
回(1000mL)行った。測定は同時に二本の検知管
で行った。吸引後の検知管の発色部を撮影した画
像を Adobe Photoshop に読み込み，RGB 値を読
み取り，R/G，R-G 値が閾値以上を示す層を変色
層として濃度を分析した。 
 (3) 二酸化窒素濃度 
 二酸化窒素捕集装置(図 6)[8]を作成し，ザルツ
マン試薬を含む吸収液に二酸化窒素を吸収させ
た。ザルツマン試薬 25mL を 60mL フッ素樹脂イ
ンピンジャー 2 個に入れ流量計の流量を
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図 4 山田における二酸化窒素, 光化学オキシダント濃度の日変化   



















        図 6 二酸化窒素捕集装置 







センサーを置き，5 分おき 4 回測定した。 
(5) 気象測定 
 専用三脚台に気象観測計 (Kestrel,Pocket 
Weather Tracker Kestrel 4500)と風向測定用ウ
インド・ベインをセットし，気温，気圧，風向，





(1) 八木山南(地点 A) 
 地点 A について，3 方向(①動物公園，②鈎取，
③ひより台)での往来交通量を測定した。調査の方




直前(Ⅱ期:10/22～11/17)，開通後 2015 年内 (Ⅲ






































(2) 八木山小学校脇(地点 B) 
 地点 B について，3 方向(①八木山本町，②西多
賀，③長町)での往来交通量を測定した。調査の方
向を図 10 に示す。測定期間中の各方向の 15 分間
交通量と総交通量変化を図 11 に，測定期間を長
町八木山線開通前後で分けた場合の各々の期間
の平均交通量を図 12 に示す。 
 長町八木山線開通後，平均総交通量は 79 台か










































    図 12 地点 B(八木山小脇)の期間平均交通量の推移  
(3) 動物公園前(地点 C) 
 地点 C について，3 方向(①向山，②八木山南，
③青葉山)での往来交通量を測定した。調査の方向
を図 13 に示す。測定期間中の各方向の 15 分間交
通量と総交通量変化を図 14 に，測定期間を年毎
に分けた場合の各々の期間の平均交通量を図 15
に示す。比較として仙台市の 2008, 2013 年の交
通量調査の結果[5]を併記した。 
 総交通量は 2008 年から 2013 年にかけて 25%
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センサーを置き，5 分おき 4 回測定した。 
(5) 気象測定 
 専用三脚台に気象観測計 (Kestrel,Pocket 
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(1) 八木山南(地点 A) 
 地点 A について，3 方向(①動物公園，②鈎取，
③ひより台)での往来交通量を測定した。調査の方




直前(Ⅱ期:10/22～11/17)，開通後 2015 年内 (Ⅲ









































(4) 東北工業大学正門前(地点 D) 
 地点 D について，2 方向(①動物公園，②向山)
での往来交通量を測定した。調査の方向を図 16
に示す。測定期間中の各方向の 15 分間交通量, 総
交通量変化及び平均交通量を図 17 に示す。 








































各測定地点の道路と歩道の境界(図 7, 10, 13 中の
































      図 19 地点別大気中オゾン濃度の変動幅 
  
 二酸化窒素の平均濃度は，10〜12 月では地点 B
＞地点 A＞地点 C の順序で高かったが，5〜9 月
においては地点による差はほとんど無かった。ま
た，測定期間別の平均値を比較すると，地点 A, B
では 10〜12 月平均濃度＞5〜9 月平均濃度で，地
点 C はその逆の変動を示した。 
 オゾンの平均濃度は，10〜12 月では地点によ
る差はほとんど無く，5〜9 月では地点 B が地点
A,C よりも高くなった。また，測定期間別の平均
値を比較すると，地点 A, B では 5〜9 月平均濃度
＞10〜12 月平均濃度で，地点 C はその逆の変動
を示した。また，平均気温は 10〜12 月において，

































の 2015 年 10〜12 月測定結果を用いて相関分析
を行った。 























素 -0.484, オゾン -0.483 とほぼ同じであった。 























































   図 22 日射強度と二酸化窒素及びオゾン濃度の相関 
 
 図 23 に風速と大気中オゾンと二酸化窒素濃度
間の，図 24 に気温と大気中オゾンと二酸化窒素
濃度間の散布図を示す。 
 風速が 0 m/s の時，オゾン濃度は最小 33，最大








(4) 東北工業大学正門前(地点 D) 
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での往来交通量を測定した。調査の方向を図 16
に示す。測定期間中の各方向の 15 分間交通量, 総
交通量変化及び平均交通量を図 17 に示す。 








































各測定地点の道路と歩道の境界(図 7, 10, 13 中の
































      図 19 地点別大気中オゾン濃度の変動幅 
  
 二酸化窒素の平均濃度は，10〜12 月では地点 B
＞地点 A＞地点 C の順序で高かったが，5〜9 月
においては地点による差はほとんど無かった。ま
た，測定期間別の平均値を比較すると，地点 A, B
では 10〜12 月平均濃度＞5〜9 月平均濃度で，地
点 C はその逆の変動を示した。 
 オゾンの平均濃度は，10〜12 月では地点によ
る差はほとんど無く，5〜9 月では地点 B が地点
A,C よりも高くなった。また，測定期間別の平均
値を比較すると，地点 A, B では 5〜9 月平均濃度
＞10〜12 月平均濃度で，地点 C はその逆の変動
を示した。また，平均気温は 10〜12 月において，


















オゾン濃度は最小 52，最大 75 ppb であり，風速
とオゾン濃度との間に中程度の正の相関がみら
れた。相関係数は二酸化窒素  0.110, オゾン 
0.478 であった。 
 気温が 5 ℃以下の時，二酸化窒素濃度は最小
2.7，最大 6.7 ppb であったが，気温が 10℃以上
の時，最小 4.2，最大 8.7ppb であり，気温と二酸
化窒素濃度との間に中程度の正の相関がみられ


































    図 24 気温と二酸化窒素及びオゾン濃度の相関 
 
 宮城県における道路近傍での NOx 濃度と平日
12 時間の交通量の関連を解析した報告[9]による
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